
平成 29 年度新見市在宅医療・介護連携推進事業 

 

 研修会参加者数 70 名 アンケート回答者 46名 回収率 66％  

 

Q４.今日の研修で気付いたり、考えが変わった事はありますか？ 

・がん相談支援センターやがんサロンがあると聞き、頼もしいと感じ、新見にも欲しいと思った。 

・web会議が思っていた以上に活用されていること。高梁中央病院の取組を知れた事。 

・高梁と新見の連携を深めていきたい。 

・高梁中央病院ことを良く知る事が出来た。動画や写真などＩＣＴ活用をしてほしい。 

・丁寧な説明で、高梁中央病院のことが良く分かりました。 

・急性期病院として、がん拠点として、相談にのってもらえる病院が割と近くにあった。頼りになる。ゆうゆう村で

透析ショートが使える。 

・ＤＭＡＴがある。透析や腹腔鏡手術を行っている。最新の治療をされていること。 

・web会議をされていることを知らなかったので、すごいなーと思いました。 

・自分の病院では行っていない取り組みが参考になった。良い所はしっかりマネして、取り組んでいきたいと思う。 

・今まで遠く感じていたが、近くに感じることが出来た。 

・地域医療連携室がしっかり役割を果たさないといけないと感じました。 

・高梁中央病院の役割、機能を知ることが出来たので、連携がしやすくなったと思います。 

・新見市内でも、地域によっては高梁中央病院をかかりつけにされる人が多い所があることがグラフをみて良く分か

りました。 

参加者内訳

平成29年度第2回医療・介護多職種連携会議　アンケート結果
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自分の考えを発表することが出来ま

したか？

今日の研修会で気付いたり、考え

が変わった事はありますか？



平成 29 年度新見市在宅医療・介護連携推進事業 

・高梁中央病院は急性期も対応されていることがわかった。 

 

Q５．高梁中央病院への質問等がありましたらお書きください。 

・退院時在宅が望めない方への対応で施設入所がすぐに出来ない場合…どこまで病院での受け入れが出来ますか？ 

・病院薬剤師が5名、他の専門職（理学療法士、検査技師等）と比べても多めの配 置にみえますが、理由がありま

すか？ 

・テレビ会議は可能ですか？ 

・夜間救急対応時の受け入れ先として、県南病院ではなく、高梁中央病院で対応して頂けると選択肢が増えそうです。 

・県南病院と高梁中央病院との連携について教えて下さい。 

・高梁中央病院としてどういった連携をしていきたいのかあれば教えて頂きたい。 

・外科に関わる内容をもっと知りたいです。 

 

Q６．講義の内容や、会議の企画・運営に対するご意見（グループワークの方法など）があればお書き下さい。 

・ＫＪ法だと全員参加している感じがあり良い。意見交換形式だと、紙があまり消費されないので良い。 

・連携推進のために病院実力ＰＲも必要かと思いました。 

・いつになく緊張されていたご様子で、もっと魅力的なキャラを出されても良かったのに…と少し残念＾＾。チャー

ミングなのに～。 

・今後、積極的に連携が出来ればと思います。 

・他職種の方々の貴重な考えがわかり、今後の業務に参考になりそうです。 

・1グループの人数をもう少し少なめにしてほしい。 

 

※同じ内容のご意見はまとめて掲載させて頂きました。 

 


